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増大するWorld Wide Web(以下，ＷＷＷ)から，有用な情報源を自動的に選択する機能を持ったサーチエン

ジン開発のための基礎研究として，Webページのタイプの分類と自動タイプ判定を試みた。Webページのタ
イプについては「標準，日記，表紙，リンク集，目次，掲示板，チャット，入力フォーム」を設定した。量的
指標やタグの出現頻度等の単純統計と主成分分析から導出したルールにより，ページタイプを判定する手法を
考案し，判定実験から評価を行った。結果として，標準タイプに関しては 75%以上の判定精度を得ることが
できた。 
 

 
1. Webページの特色 
インターネット利用が増加するとともに，インタ
ーネットにおける WWW とはどのようなメディア
か，どのようにその情報源を組織化するか，に関す
る研究も増加しているが十分な研究が行われている
とは言いがたい。 

WWW情報源を探すための方策を検討する前提と
して，WWWを他のメディアと比較し，どのような
点に特徴があるか，物理的な側面，内容的な側面か
ら整理した。 
 
1.1 物理的特徴 
a. 膨大な量 
米国NEC研究所のLawrenceらは，Webページ

の定量的な調査を行っているが，その結果によれば
1999年2月現在では，世界中で約8億ページが存在
している１）。 
b. WWWの不安定性 
インターネットは分散型のネットワークであり，
構造上，Webページの管理は各ページ単位で行われ
る。結果として，WWWのさまざまな場所でページ
単位あるいはサイト単位で発生と消滅が起こりうる。 
c. リンク(ハイパーテキスト構造) 
 WWWは従来のメディアとは異なり，リンク機能
によってハイパーテキスト構造となっている。 
d. コミュニケーションの双方向性 
 フォームとCGI(Common Gateway Interface)な
どによって，WWWでは利用者が情報を受け取る一
方ではなく，対話が可能になる。 

e. マルチメディア 
 WWWではテキストだけではなく，静止画，動画，
音声等のマルチメディアを扱うことができる。 
 
1.2 内容的特徴 
a. 書式が自由 
 HTML には W3C(http://www.w3c.org/)勧告の仕
様書や DTD(Document Type Definition)等が存在
し，タグ付けの規則は決まっている。しかし，タグ
の使用法は各自の好みで変えることができるほどの
柔軟性を持っており，結果としてWebページの作成
が一般に普及したと考えられる。その一方で，見栄
えを重視したタグ利用が増え，Webページの機械的
再編集や分析は困難を伴うようになった。 
b. 主題は多様 
 WWWではサーバ上に場所さえ確保すれば，誰で
もが情報発信者になることができる。そのため，様々
な主題を持つ情報がWWW上に混在している。 
c. 情報源として有用 

WWW 上には一般的に有用なページは少ないと
言われているが，その全体量が膨大であるために絶
対的な量も多いと予測される。また，信頼性には欠
けるが新しい情報も多く存在しているとされている。 
d. ページの単位 

 WWWは，ハイパーテキスト構造をとること，1
ファイルの長さは決まっていないことから，1 ファ
イルを 1ページとするページ概念は図書で言うとこ
ろのページとは意味が異なる。 
e. その他 
チャットを中心に，コミュニケーションツールと

しての利用が拡大している。これらの利用により得
られた情報の中には，通常のWebページからは得難
い，最新かつ専門的なものが含まれる可能性がある。 
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2. Webページのタイプ判定 
 本研究では Web ページの自動タイプ判定を行う
が，ここでは将来的なサーチエンジンとの関係から
その必要性を検討する。 
 
2.1 Webページの組織化 
 膨大な WWW 上の情報源を組織化する方策とし
ては，以下のようなものが存在している。そのもっ
とも代表的なものがサーチエンジンであるといえる。 
a. ロボット型サーチエンジン 
現在，ロボットを用いて Web ページを収集し，

データベースを作成する方法が最も一般的である。 
b. ディレクトリ型サーチエンジン 
 ディレクトリ型サーチエンジンは人手によりWeb
ページを収集，評価し，探索手段を提供している。 
c. リンク集 
 リンク集は，主題を限定して，人手によりWebペ
ージを組織化していると考えられる。 
d. メタデータ 
 現在，ロボット型サーチエンジンは主として一次
情報を検索対象としているが，検索精度向上のため
の二次情報としてメタデータの利用が考えられる。
Web ページにおいては，HTML ヘッダ中のメタタ
グ（<meta>）にキーワード等を埋め込むことができ
る。正確さや統一性に問題があるが，当該ページの
主題表現や探索のための手がかりをもっとも適切に
与えることができる一人は作成者であることから，
このタグ内容のメタデータへの反映が考えられる。 
e. 目録作成 

Web ページの書誌記述とアクセスポイントを人
手により付与することにより，検索手段を提供しよ
うとするものである。 
 
2.2 Webページ組織化の新しい形 
現在は上記のような形で Web ページの組織化が
行われている。しかしながら，人手による方法は，
急速に増える Web ページに対処することがほぼ不
可能と考えられる。また，メタデータのような作成
者に依存する方法にはその強制力と正確さに疑問が
残る。一方，ロボット型サーチエンジンはWWWの
急速な拡大により，網羅性や検索効率の点で技術的
な限界が見え始めている。 
そこで，収集時に Web ページに対して様々な判

定を自動的に行うことでこれらの問題を解決するこ
とを提案する。必要だと考えられる自動的な判定処
理とは以下のようなものである。 
a. ページ群の自動判定 
通常は物理的単位である1ファイルを1ページと

して扱っているが，内容から見れば問題がある。500

ページを調査した結果では，1 ファイルで完結して
いるページは 3割弱であった 2)。そのため，ページ
群の自動判定を考える必要がある3）。 
b. 自動分類 
 ディレクトリ型サーチエンジンの利用度が高いこ
とをみれば，分類からの探索にはかなりのニーズが
あり，これに応える必要がある4)。 
c. 有用性の自動判定 
 内容の乏しい Web ページが多数存在しており，
Webページに対して格付けを含む質的評価を自動的
に行う必要がある。 
 
 現在までの一連の研究から 2)3)4)，これらの処理を
行うためにはその前提として Web ページを形式と
内容からいくつかのタイプに分けることが必要であ
ることが明らかになってきた。 
 
2.3 Webページのタイプ設定 
a. ページタイプに関する先行研究 
 Webページのタイプについては，既にいくつかの
既往研究が行われている。 
 Haas らはページタイプとして(1)目次，索引
(organizational)，(2)参照，支援(documentation), 
(3)記事，論文(text)，(4)ホームページ(home page)，
(5)マルチメディア(multimedia)，(6)入力フォーム
(tool)，(7)OPAC などの検索画面(database entry)
の7種に分けている5)。 
一方，NECの福島らは，表１のように分け，これ
らの自動判定を行っており，その成果はサーチエン
ジンNETPLAZAの「ページタイプサーチ」で使用
されている6)。 

 
表１ 福島らのページタイプ 

ビジネスユース パーソナルユース 
カタログ 

オンラインショップ 
FAQ 
リンク集 

調査報告 料理レシピ 
求人案内 プレゼント 
事例 教室・講座 

イベント情報 アップデート 
プログラム 

 
 Haasらの分類は，わずか75ページをもとにした
ものであり，Webの実態を反映していない。福島ら
のタイプはもっぱら実用性を考慮したものである。 
b. 設定したページタイプ 
 ここでは，先にあげた，Webページの特性をもと



 

 

に図１のようなページタイプを設定した。 

図１ ページタイプ 
 

3. ページタイプの自動判定手法 
Web ページを上記で設定したページタイプに分

類する方法を検討した。量的指標や HTML のタグ
の使用頻度を用いる手法を考案した。 
 
3.1 実態調査 
a. ページタイプの出現頻度 
 最初に，日本語のページを対象としてページタイ
プを確認し，出現頻度を調べた。 
ロボット型サーチエンジン「Info Navigator 疾

風」は，ドメイン名による検索が可能である。この
サーチエンジンを用い，ドメイン名毎にひらがな１
文字で検索し全部で 2000URLを抽出した。これら
のページについて人手によりページタイプを判定し
た。最終的にページタイプを付与したのは，アクセ
スできなかったページや，1 文字による検索によっ
て検索される索引ページなどを除いた 1,568ページ
である。この中で，上記のマルチメディアを除くペ
ージタイプ 8種に該当する 1,255ページを用いた。

さらにこの中で 1,000ページを訓練集合として特徴
抽出に用い，255ページを評価集合とした。 
b. 量的指標とリンク数 
次に，ページタイプ毎に表３に示されるような量

的指標とリンク数をカウントした。 
 
表２ 訓練集合のページ 表３ 量的指標平均値 
   タイプ 
タイプ ページ数 指標 平均
標準 513 文字数 18171.2
目次 108 タグ数 843.7
日記 104 コメント数 9.0
表紙 104 リンク数 43.7
掲示板 99 HTMLリンク数 37.5
リンク集 32 内部リンク数 30.0
チャット 20 外部リンク数 13.6
入力フォーム 20 メールリンク数 5.5
総計 1000  
 
c. HTMLタグの出現頻度 
各標本ページに使用されている HTML タグのペ

ージ毎の出現頻度を調査した。 
表４は出現頻度が比較的高いタグとその頻度であ

る。これらの HTML タグの出現とページタイプの
関係を調査した。 
 

表４ タグの出現頻度 

 
d. ホームページ作成支援ソフトウェア 
 ホームページ作成支援ソフトウェアによって
HTMLタグは自動付与される。この影響をみるため
に，こうしたソフトウェアの使用状況を調べたとこ
ろ，約26%のWebページで使用されていた。 
e. 主成分分析 
 各ページの量的指標と HTML タグの出現頻度を
もとに主成分分析を行い，主成分とページタイプの
関係を調べた。分析対象としたタグは，いずれかの
ページタイプにおいて50%以上の割合で使用されて
いる16種のタグからbody, title, html, headといっ
た基本構成タグを除く計12タグである。主成分分析
においては相関行列を用いた。 
 この結果，(1)リンク集と掲示板，目次は主成分分

リンク 

日記 

表紙 

目次 

入力フォーム 

チャット 

リンク集 

掲示板 

画像 マルチメディア 

入力 

テキスト 標準 

その他のマル 
チメディア 

タグ ページ数 タグ ページ数
body 952 hr 672
title 932 img 630
html 931 center 579
head 908 table 564
a 860 td 559
br 834 b 549
p 746 tr 549
font 744 meta 478



 

 

析で特徴がかなり表れること，(2)タグよりも量的指
標のほうがページタイプの判定に利用しうること，
などがわかった。 
 以上のような検討をもとにタイプ判定手法を考案
した。 
 
3.2 タイプ判定手法 
a. 判定手順 
 各タイプにおける特徴には大きなばらつきがある
ため，例えば「外部リンク数＞50ならば，リンク集
である」といった排他的な判定ルールでタイプ判定
を行うと判定精度が非常に悪くなってしまう。ここ
では重み付けされた様々なタイプ判定ルールを用意
し，その組み合わせから自動タイプ判定を以下のよ
うな手順で行う。 
①対象ページの量的指標及びタグの出現頻度を解
析する 
②各判定ルールを満たすかをチェックし，満たす
場合，該当タイプに重みを与える 
③すべてのルールをチェックした後，最も高い重
みが与えられているタイプを対象ページのペー
ジタイプ候補とする 
④複数のタイプ候補があった場合には，訓練集合
の出現頻度に応じた優先順位により一つのタイ
プに決める 

b. ルール作成 
 ルール作成には 1000 ページより構成される訓練
集合を用いた。まず単純統計を行い，量的指標，タ
グ出現頻度から，人手によりタイプごとに大きく異
なるものをルールとして抽出した。次に主成分分析
を行い，結果として示された各主成分のうち，人手
によるタイプと近いものの各指標をルールとして抽
出した。 
 その結果，126個のルールとその重みを設定した。
以下にルールの例をあげておく。 
  タグ数/2 < リンク数 → 目次:+10 
  内部リンク数> 外部リンク数 → 目次:+10 
  内部リンク数<=外部リンク数 → リンク集:+10 
これらは，”→”前の条件が満たされれば，後ろのタ
イプ別重みを変化させることを表している。 
 
3.3 評価結果 
 評価集合に対して自動判定手法を適用した結果は
表５のとおりである。なお，評価集合中に「表紙」
に該当するデータがなかったため再現率，精度とも
にゼロとなっている。 
 

表５ 自動判定結果 

ページタイプ 再現率 精度
標準 78.4% 76.9%
日記 20.8% 12.2%
表紙 0.0% 0.0%
リンク集 25.0% 33.3%
目次 44.8% 68.4%
掲示板 61.1% 84.6%
チャット 60.0% 60.0%
入力フォーム 75.0% 60.0%  

 
4. 考察 
 書式の定まっていない Web ページにおいて量的
指標などからのタイプ判定は難しい。しかし，タイ
プ判定後の処理の多くが標準タイプについて行われ
ることから，今回は標準タイプの精度を上げること
に重点をおいた。結果として標準タイプの識別に関
しては75%以上の再現率・精度を得ることができた。 
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